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市 の 人 口 
	

リ」 
	

世 帯‘ 数 

	

52 ド l(}1、 	女 
	

（昭和5K年 7 月 1目現h ）住民基本台帳から 

議親子で自然とふれあいを 	" ' ’ ・ ・ ー ー  . ．・・・ー・・‘ 

・ににこ二・缶．ソ弓詳 

市連合PT A と市教育委員会主催の親 fキャンプが 

7 月 9 日、10日の両日、楚珠少年自然の家ギャンプ場

に百余名が参加して開かれました。 

PT A会長木村智氏と鈴木教育長、少年自然の家の

花田所長が歓迎のあいさつをし、大自然の中での共同

生活で親 fがふれあい、友情をあたため、自然の雄大  

さ、神秘さの体験をとおして子どもの健全育成を図ろ

うと誓い合いました 

キャンプサイ ト、 レ クレーション、キャンプファイ

ア、ウッドクラフト、みんなで作った食事等、それぞ

れに思い出を残した集いとなリましたっ 
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議ー般分譲住宅と積立分譲住宅を募集議 

―般分譲住宅 積立分譲住宅 

（地域特別分譲） 

募集戸数 7戸 募集戸数 2戸 

譲渡子定価額 1,234-1,366万円 譲渡予定価額 12,230千円 

公庫融資見込額 730万円 公庫融資見込額 7,900千円 

自 己資金額 504-636万円 積立 目 標額 4,220千円 

入居子定時期 昭和59年 6 月頃 利息、相当額 11o千円 

入居予定時期 昭和59年11月頃 

8 月15日（月）~8月22日（月） 

ロ受付場所 

市都市計画課 

「地域特別分譲住宅制度」は次のような特典があ 

ります。 

(1）住宅金融公庫の割増融資が受けられます。 

(2）青森県から公庫融資の残額に年率1％の割合に 

よる利子補給を当初 5年間受けられます。 

※お問合わせ 青森県住宅供給公社（胃O177⑩ 

1625）か市都市計画課（廿O2111内線232）へ 

青森県住宅供給公社では、昭和59年度に建設する 

分譲住宅の購入者を募集します。 

ロ受付期間 

ク
青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
の
学
生
を
募
集
ク
 

来
年
四
月
開
校
す
る
青

森
職

業
訓
練
短
期
大
学
校
（
市

内
戸

沢
）
の
昭
和
五
十
九
年
度
学
生

募
集
要
項
が
次
の
と
お

り
決
定

し
ま
し
た
。
 

※
募
集
科
名
 
o
生
産
機
械

科

o
金
属
成
形
科
o
電
子
科
o
 
 

建
築
設
備
科

（
仮
称
）
 

※
募
集
定
員
 
各
科
二
十
人
、
 

計
八
十
人
、
男
女
 

※
教
育
訓
練
期
間
 
二
年

※
願
書
受
付
 
昭
和
五
十
九

年
一
月
二
十
五
日
ー
昭
和
五
＋

九
年
二
月
八
日
 

※
試
験
日
 
昭
和
五
十
九
年

一月
一
一十
一
一
日
（
水
）
 

※
試
験
地
 
o
本
校
o
青
森

市
〇
秋
田
市
o
盛
岡
市
 

※
試
験
科
目
 
o
数
学
I
o
 

英
語
A
〇
物
理
I
又
は
化
学
I
 

（
推
薦
入
学
制
度
も
あ
り
ま

す
。）
 

市
で
は
、
夏
ま
つ
り
期
問
中

の
う
ち
四
日
困
、
五
日
囲
、
七

日
出
の
三
日
間
に
限
り
平
常
の

ゴ
ミ
収
集
時
間
を
朝
七
時
に
繰

り
上
げ
て
作
業
を
行
い
ま
す
。
 

ま
つ
り
期
間
中
は
、
車
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ゴ

ミ

の
収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
町

内
の
方
々
は
、
当
日
、
所
定
の

集
積
場
所

へ
朝
七
時
ま
で
に
出

し
て
下
さ
い
。
 

今
だ
に
、
前
日
や
収
集
後
に

ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る
方
が
見
ら

れ
ま
す
の
で
、
定
め
ら
れ
た
日

時
、
場
所
を
か
な
ら
ず
守
っ

て

下
さ
い
。
 

ゴ
ミ
の
山
使
え
る

物
も

ま
じ
っ
て
る
 

松
野
木小
四
年
 
工
藤

ま
ゆ
み
 

お
問
い
合
わ
せ
及
び
入
学
案

内
の
申
込
み
先
 

〒
〇
三
七
ー
〇
六
 
青
森
県

五
所
川
原
市
大
字
戸
沢
字
畑
林

一
一十
一
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

開
設
準
備
室

（
。
〇
一
七
三
⑨

三
〇
四
八
番

）
 

ク環
境
美
化
奉
 

仕
者

の
推
薦
を
4
 

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
う
る

お
い
の
あ
る
快
適
な
環
境
づ

く

り
の
た
め
、
学
校
、
職
場
、
団

体
等
を
対
象
に
「
環
境
美
化
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
か
ら
こ
れ
に
個
人

も
対
象
に
表
彰
す
る
こ
と
に
な

リ
ま
し
た
。
 

長
年
奉
仕
活
動
を
し
て
い
る

方
が
お
近
く
に
お
り
ま
し
た
ら

ご
推
薦
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
 

ロ
推
薦
先
 

市
総
務
課
庶
務
係

（
廿
⑩
二

一

一
一
内
線
三
二
五
）
 

ゴ
ミ
収
集
時
間
の
繰
り
上
げ
 

ま
つ
り
期
間
の
三
日
間
 

一
 



墓地の購入者を募集 
市都市計画課では「長者森平和公園墓地」の購入者を募集 

しております。 

ロ募 集 区 画 90区画 

ロ墓 地 面 積 1区画 5m' (1.5坪） 

ロ永代使用 料 】10,000円 

ロ管 理 料 3,000円（年間） 

常時受け付けしています。 

お申し込みと同時に永代使用料と管理料を納付していただき 

ます。 

詳しくは、市都市計画課（廿⑩2111 内線232・233）へお問い 

合わせ下さい。 

下
水
道
の
役
割
は
、
時
代
と

と
も
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

一
九
世
紀
ま
で
は
、
下
水
道
を

造
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雨
水
が

低
い
所
に
た
ま
ら
な
い
よ
う
に

し
た
り
、
台
所
や
風
呂
場
な
ど

か
ら
出
さ
れ
た
き
た
な
い
水
を
、
 

す
み
や
か
に
流
す
こ
と
が
大
事

な
役
割
で
し
た
。
 

ま
た
、
西
歴

一
八
一
〇
年
に

水
洗
便
所
が
発
明
さ
れ
て
か
ら

は
、
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
を

住
み
や
す
く
快
適
に
す
る
こ
と

も
、
下
水
道
の
役
割
の

ー
つ
と

し
て
、
つ
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
下
水
道
が
、
き
た

な
い
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

の
処
理
施
設
を
備
え
る
よ
う
に

な
る
と
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ

り
の
川
や
海
や
湖
を
、
き
れ
い

に
す
る
と
い
う
役
割
も
、
も
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

今
日
の
下
水
道
が
も
つ
役
割

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

リ
ま
す
。
 

m
わ
た
し
た
ち
の
生
活
環
境
を

よ
り
よ
く
す
る
こ
と
。
 

わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
く
ら

し
や
、
工
場
な
ど
か
ら
出
さ
れ
 

た
き
た
な
い
水
が
、

住
宅
の
ま

わ
り
に
た
ま
る
と
、
カ
や
ハ
エ

な
ど
が
発
生
し
た
り
、

い
や
な

に
お
い
が
し
て
く
る
原
因
と
な

り
ま
す
。
 

下
水
道
を
造
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
き
た
な
い
水
を
す
み
や
か

に
流
し
、
快
適
で
衛
生
的
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
な
リ
ま
す
。
 

②
く
み
取
り
式
便
所
を
水
洗
便

所
に
か
え
る
こ
と
 

わ
た
し
た
ち
の
す
ま
い
で
、
 

し
尿
（
大
便
や
小
便
）
を
く
み

取
り
式
便
所
に
た
め
て
お
く
こ

と
は
、
衛
生
的
で
は
な
く
、
く
 

さ
い
に
お
い
が
す
る
原
因
と
も

な
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
キ
ュ

ー
 

ム
カ
ー
が
ゆ
き
き
し
て
く
み
取

り
を
す
る
と
き
に
は
、
く
さ
い

に
お
い
が
し
て
不
快
な
感
じ
が

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
問
題
を
い
っ
ぺ
ん
に
解
決

す
る
の
が
下
水
道
で
す
。
 

下
水
道
を
整
備
し
、
便
所
を

水
洗
式
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

し
尿
は
、
下
水
管
の
な
か
を
、
 

ほ
か
の
き
た
な
い
水
と
い
っ
L
一

ょ
に
運
ば
れ
、
下
水
処
理
場
で

き
れ
い
に
さ
れ
る
の
で
す
p
 

⑧
川
や
海
や
湖
を
さ
れ
い
に
す
 

る
●
」
と
。
 

き
た
な
い
水
が
、
き
れ
い
に

さ
れ
な
い
ま
ま
流
れ
て
い
く
と
、
 

川
や
海
や
湖
の
水
が
ど
ん
ど
ん

き
た
な
く
な
『っ
て
い
き
ま
す
。
 

下
水
道
は
、
き
た
な
い
水
を
下

水
管
に
集
め
て
運
び
、
処
理
場

で
き
れ
い
に
し
ま
す
の
で
、
川

な
ど
の
水
を
よ
ご
さ
な
い
こ
と

に
、
た
い

へ
ん
役
立
っ
て
い
ま

す
。
 

固
雨
水
が
低
い
と

こ
ろ
に
た
ま

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

下
水
道
は
、
川
や
水
路
な
ど

と
同
じ
く
、
雨
水
が
た
ま
ら
な

い
よ
う
に
す
る
役
割
を
も
っ
て

い
ま
す
。
目
本
の
よ
う
に
雨
が

多
く
降
る
国
で
は
、
く
ら
し
を

災
害
か
ら
守
る
た
め
に
、
大
切

な
役
割
の

ー
つ
と
い
え
ま
す
。
 

下
水
道
の
は
な
し

②
 

〇
下
水

道
  
の
役

割
 

下水道は多＜の役割をはたします 

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
 

育
委
貝
会
社
会
教
育
課

（
廿
O
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
先
 
市
教
 
二

一
一
一
番
内
線
二
五
〇
番
）
 

路線測量等の立入り 
南部地区土地区画整理事業に係

る路線測量等のため、区域内の調

査、測量を次ぎのとおり実施いた

しますので、ご協力をお願いしま

す。 

ロ調査（測量）場所 南部地区土地

区画整理事業区域内（鳥森 

’・下り枝一湊字千鳥・八重

菊・姥庖字桜木・唐笠柳字

藤巻） 

ロ調査（測量）期日 

8 月から10月頃まで 

ロ委託業者 中庭測量株式会社

市都市計画課 

抱成
犬
式
は
パ
凡
十
噂
日
4
 

今
年
も
次
の
日
程
で
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

皆
様
の
ご
出
席
を
お
ま
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
対
象
者
に
は
住
民
基

本
台
帳
に
も
と
づ
き
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
届
い

て
い
な
い
方
は
教
育
委
員
会
に

一
」
連絡
下
さ
い
。
 

口
と
き
 
八
月
十
四
日
（
日
）
 

午
前
十
時
ー
正
午
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
対
象
者
 
昭
和
三
十
八
年

一
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
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こ
理
解
い

た
だ
き
、

事
故
防
止
 
等

に
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。
 

鼠
舞散
鱗
F
]
 

難
～
無
？
 

翻
A
 

近世古文書解読講習会 

緯
舞
，
 

一
」
ダ
ノ
 

出 4家ぎ1手 

家ち与ヒ十分言舌 L谷ってかつ 

料
式
 

ロ
受
 
講
 
料
 
無
 
料
 

き
ろ
員
料
 

】
 」
 

講
講
 

講
 

「教養講座」受講者を募集 

主
 
と
 
と

定
受
 

ロ
 

ロ主 催 青森県文化財保護協会 

青森 県 立図書館 

五所川原市教育委員会 

ロと 	き 8 月 21日（日）午前 9 時～午後 4 時

ロと こ ろ 市立図書館 

口定 	員 50名（定員になり次第締切ります。） 

ロテキスト代 500円（申込みのとき納めて下さい。） 

ロ申込場所 市教育委員会・社会教育課 

(if ⑩ 2 1 1 1内線 250) 

ロ講 	師 貝 森格正 青森県文化財保護協会常任理事 

福井雄三 

豊 島 勝蔵 郷土史家 

ロ募集内容 煎 茶 

口募集人員 10名 

口受講資格 1 市内に住所、または勤務先を有する勤 

労青少年。 

2．満15歳以上～30歳までの方。 

その他の方もご相談下さい。 

3.以前に受講された方でも結構です。 

ロ受講料 無料（ただし、材料費は本人負担。） 

ロ開 講 式 9 月14日 午後 6 時30分から 

ロ受講時間 午後 6 時30分から午後 8 時30分まで・ 

ロ締切 り 9 月 10日 

口申込み先 勤労青少年ホーム（廿② 3 6 0 2) 

ロ期 	間 9 月 21日～ 1 1月 30 日まで 

受

開
 

ロ
 
ロ
 

ロ
 
ロ
 
ロ
 
口
 
口
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ロ
試
験
申
請
書

受
付
 

口
試
 
験
 

日
 

口
受
 
験
 

資
 
格
 

九
月
一
日
・

二
日
 

九
月
三
十
日
 

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講

習
会

の
課
程
を
終

了
し

た
方
 

口
試
 
験
 
会
 
場
 
青
森

・
弘
前

・
八
戸
 

詳
細
は
、
当
協
会

に
お
た
ず
ね

下
さ
い
。
 

な
お
受
験
資
格

に
係
る
ボ

イ
ラ
ー
実
技
講

習
会
を
実
施
致
 

し
ま
す
の
で

お
早
め
に
連
絡
下
さ
れ
ば

追
っ

て
実
施
要
領
を
 

ご
送
付
申
し
上
げ
ま
す
。
 

連
絡
先
 

五
所
川
原
市
字
新

宮
町

8
41
5
 

囲
西
北
労
働
基
準

協
会

（
。
⑩
六

三
三
六
）
 

よ
め
の

お
は
ら
い

を
受
け
た
あ
  

り
ひ
と
り
玉
串
を

さ
さ
げ
無
事
 

と
「

無
事
故
で
安
全
な
出
稼
ぎ
  

を
祈
り
ま
し

た
。
 

が
で
き
ま
す
よ

う
に

」
 
と
ひ
と
 

2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

免
許
試
験
 

管
き
よ
工
事
に
ご
協
力
を
 

市
で

は
五
十
九

年
度

か
ら

一

部
供
用
開
始

に
向
け
、
公
共
下

水
道
の
管
き
ょ

工
事
を
施
行

し

て
い
ま
す
が
、

今
回
次
の
箇
所

で
施
工
し

て
い
ま
す
。

ー
ト
ツ

パ
ン
参
照
ー
 

ロ
工
事
期
間
 
七

月
十
三
日

か
ら
十
月
＋
日

ま
で
 

こ
の
間
、

片
側
交
互
通
行

と

な
り
、

、
の
通
行
や

商
店
、
歩

行
者
の
皆
さ
ん
に
大

変
ご
不
便

を
か
け
ま
す
が
、

公
共
事
業
を
 

午
後

一
時
三
十
分

か
ら
市
中
央

公
民
館
で

開
か
れ
ま
す
。
 

案
件

は
、
昭
和
五
十
七

年
度

事
業
報

告
、
収
支
決

算
報
告
、
 

昭
和
五
十

八
年
度
事

業
計

画
、
 

収
支
予
算
案
、

規
約
審
議

な
し

で
す
。
 

当
日

は
，
血
圧
測
定
、

尿
愉

査
等
の
健

康
診
断
を
行

い
ま
十

ま
た
、

ア
ト
ラ
ク

シ
ョ

ン
と

し
て
歌
謡

・
民
謡
三
浦
千
恵
子

シ
ョ
ー
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
の

で
、
出
席
希
望
者

は
各
支
部
長

あ
て

お
申
し

込
み
下
さ
い
。
 

相
談
指

導
員
、

出
稼
相
談
員
、
 

留
守
家
庭
世
話
人

等
五
十
人

ほ

ど
が
集
り
、
鏡
モ
チ

や
白
米

な

ど
の
供
え
物
を
並
べ
た
祭

壇
を

前
に
、
松
野
恭

一
宮
司
か
ら
き
 

市
出
稼
協
会
で
定
時
総
会
 

歌
謡

・
民
謡
シ
ョ
ー
も
 

市
出
稼
協
会

（
会
長
森

田
市
 

な
お
、

入
場
は
無
料
で

す
の
 
い
あ
わ

せ
の
う
え
、

お
気
軽

に
 

長
）
の
昭

和
五
十
八
年
度
定
時
 
こ

一
般
の
方
も
隣

リ
近
所

お
誘
 

お
い
で
ド

さ
り
u
 

総
会

は
、
八
月
十
七
日

（
水
）
 

 

「安全な出稼ぎを」 

長橋支部で祈願祭 

  

   

    

五
所
川
原
市

出
稼
協
会
長
橋

支
部

（
支
部
長

間
山
正
司

）
は

七
月
十
五
日
、
 

出
稼
ぎ
者
の
無

事
故
と
安
全

を

願
っ

て
神
山

に

あ
る
闇
露
神
社

に
祈
願
し

ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
支
 

部
会
貝
、
地
域
 

 

 



明
る

い
ゆ
た
か

な
 
シ

リ
ー
ズ

⑦
 

わ
ガ
ま
ち
つ
く
る
う
 

市
民
ァ
ン

ケ
ー
ト

調
査
 

湘
五
所
川
原
青

年
会
議
所
 

一
 

一
 

・

1
  

。
乙
 

四
月

か
ら

こ
の
欄
を

お
借

り
し

て
掲
載

し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、

今
回
を
持
ち
ま
し

て
一
応
終

了
致
し

ま
し
た
。
 

長

い
間
見
て
頂
き
ま
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
感
想

を
お
持
ち

に
な
ら

れ
た
で
し

ょ
う
か
。

何
か
お
気
付

き
が

ご
ざ

い
ま
し

た
ら
当
会

議
所

ま
で

ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

私
た
ち
は
「
明
る
い
豊
か

な
社
会

」
を
目

標
に
各
種
の

事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
 

主
な

も
の

は
「
青
少
年
開
発

」
 

運
動
ー
親

子
サ
マ

ー
キ
ャ

ン
 

策

下

対
で

の
ん

き
選

焼
を

ら

の

わ
も
 

て
近

い
 に

つ
、プ
ん

に
考

方

の

た
た
 

、え
な

答
あ
 

と

て
 

m
し

い
 

・

と

考
、
 

m
 

一
一
 

間
 

イ
 
ロ
 
ハ
 

プ

‘
座
禅
大
会

の
実
施
。
 

「
地
域
経
済

」
運
動
ー
地
域

経
済
懇
談
会

の
実
施
。
 
「
交

通
問
題

」
運
動
ー
小

学
生

に

対
す
る
ダ

ミ
ー
に
よ
る
衝
撃

テ
ス
ト

の
実
施
。
 
「国
際
」父

流
」
運
動
ー
台
湾

新
竹
市
と

の
文
化
交

流
。
そ
の
他

の
事

業
を

推
進
し

て
い
ま
す
。

ま

た
、

こ
れ
ら
の
事
業
は
市
民

の
参
加
が
あ
っ

て
は
じ
め
て

所
期
の
目

標
に
近
づ

く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

市
民

の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑

が
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
 

ょ
う
が
、

よ
ろ
し

く
ご
協
力

下
さ
る
様

お
願
い
し

ま
す
。
 

ク
ア
ン
ケ
ー
ト

の
 

分
析

に
つ
い
て
・
 

掲
載
し
て
ま
い
り
ま
し

た

ア

ン
ケ
ー
ト

は
目
下
分
析

中

で
す
が
、

次
の
様

な
問
題
が

出
て
お
り
ま
す
。

体
育
施
設

で
は
屋
内
プ

ー
ル

の
問
題
、
 

文
化
政
策
の
問
題
、

そ
れ

か

ら
堰
の
問
題
等
で

す
。

こ
の

ア
ン
ケ

ー
ト

の
分
析
の
報
告

書
は
十
月
に
完
成
す
る
子
定

に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の

分
析
を
基
に
私
た
ち
は
「
明

る
い
豊

か
な
住

み
よ
い
五
所

川
原
」
に
す

る
た
め

の
い
く

つ
か
の
事

業
を
企
画

・
立
案

し
行
動
に
う
つ
し

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ

ー
ト

そ
の
他

の
資
料

に
つ
い

て
詳

し
い

こ
と
を
知
リ

た
い
方

は

囲
五
所

川
原
青
年
会
議
所
 

（
。
⑩

4
0
4
9
）
社
会
開

発
企
画
事
業

委
員
に
お
間

い

合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

お答えトさし、。 

” ワoZ 精神的にも肉体的にもがま
んできない。 

46.1％ なんとかがまんできる。 

61.6% 纏属製霧誉考える 

15.0% 鷲キ寸で連携をとって指導 

19.3％市町村で集めて処理する 

問26 西北五のわら焼についてあなたの感じ方を 

10.8% 別に苦にならない。 

象み It)1る 71-ーキ音／ 
無謹運転が人‘馨く！ 
井いr，よの‘りくら 'Itウゾか証言 
証梗pKにうぜぶいて不起哲欠分iく‘がくれ 

eし波カfボロボ9よ，るー 

以ずIャし叱Iんだ確雪看は 
負けてはブメだL声がする 

‘配う検察審奮会ノ 
事件‘網へ血てく本’んだ 

‘交通事故た てなく昨勲、窃、 

遷、週拳週反などの刑事事件
のうち不起訴処分になった事

件を審査します 

●あなたも検慶審査員に遺ばれ

るニとがあり’す亡 

●相鰻 申立についての，用
―切無料です 

藤選、へ 弘前検察審査協会 
I器馨轄謂鷲君 72)32432 問い合せ先 

⑤ 昭和58年（ 1983年）8 月 1 日 	 広報ごしょがわら 	 （ 548号〕 

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
検
察

審
査
会
 

不
起
訴
に
は

1
1人
の
審
査
の
目
 

一
、
検
察
審
査
会

と
は
？

・
 

選
挙
権
を
有

す
る
国
民

の
中

か
ら
選
ば
れ
た
十

一
人
の
検
察

審
査
員
が
、
 
い
わ
ば

一
般
の
国

民
の
代
表
と
し

て
、
検
察
官
が

事
件
を
起

訴
し
な

か
っ
た
こ
と
 

（
不
起
訴
処
分
）
の
良
し
悪
し

を
審
査

す
る
の
を
主

な
仕
事

と
 

lー
る
と
こ
ろ
で

す
。
 

ニ
、
審
査
は
ど

う
い
う
と
き
に

犯
罪
の
被
害

に
あ
っ

た
人
や

犯
罪
を
告
訴
、

告
発

し
た
人
か

ら
、
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
を

不
服

と
し

て
、
検
察
審
査

会
に

申
立
が

あ
っ

た
と
き
、
審
査
を

始
め
ま
す
。

ま
た
、

検
察
審
査

会
は
、
被
害
者

な
ど

か
ら
申
」
ロ
一

て
が
な
く
と
も
，

進
ん
で
検
察

官
が
不
起
訴

に
し
た
事
件
を
取

リ
L
げ
て
審
査
す
る
こ
と
も

あ

リ
ま
す
。
 

2
等
陸
・
海
・
空
士
 

自
衛
官
二
次
募
集
 

ロ
募
集
期
間
 
七

月

一
日
か
 

‘
ー
 

Iー
  
ー

ー
 

ロ
試
験

日
時
 
募
集

期
問
中

随
時
 
（

受
付
時
に
通
知
）
 

ロ
試
験
場
 
自
衛

隊
青
森
地

方
連
絡
部
五

所
川
原
募

集
事
務

所

（
。
⑤

2
3
0
5
)
 
 

審
査

の
方
法
は

フ
・
 

論
に
達
し

た
と
き
は
、
起
訴

の

検
察
審
査
会
で

は
、
十

一
人
 

手
続

き
が

と
ら
れ
ま
す
。
 

の
検
察
審
査

員
全
員
が
出

席
し
 

五
、
審
査

の
申
立
に
つ
い

て

検
査
審
査
会
議
を

開
い

て
、
事
 

m
審
査
申
立
先

件
の
記
録
を
調
べ

た
り
、

必
要
 
弘

前
、

五
所

川
原
、

鯵
ケ

沢

に
応
じ

て
証
人

を
呼

ん
だ
リ
、
 

の
各
検
察
庁
の
不
起
訴
事

件
に

実
地
見

分
を
し
た
リ
し

て
、
検
 

つ
い
て
は
、
 

察
官
の
不
起
訴

処
分

の
良
し
悪
 
弘

前
市
大
字
下
白
銀

町
七

し
を
慎
重

に
審
査

し
ま
す
。
 

弘
前
裁

判
所
内
 

審
査

の
結
果
は
？
 

弘
前
検
察
審
査
会
 

検
察
審
査

会
で

審
査
し
た
結
 

（
か
⑨

4
3
2
1
)
 

果
、
更
に
詳
し
く
捜
査

す
べ

き
 

②
申
立
手

続
き
 

で
あ
る
（
不
起
訴

不
当

）
と
か
 

審
査
申
立

は
書
面
で
し
な
け
 

起
訴
す

べ
き
で
あ
る
（
起
訴

相
 

れ
ば
な
リ
ま

せ
ん
。
 

当
）
と
い
う
議

決
が
あ
っ

た
場
 
申
立
書

の
用
紙
は
前
記

検
察
 

合
に
は
、

検
察
官

は
、

こ
の
議
 

審
査
会
事

務
局
に
あ
リ
ま
す
。
 

決
を
参

考
に
し
て
事
件
を
再
検
 

⑧
費
用
 

討
し

ま
す
。

そ
の
結
果
、

起
訴
 

一
切
無
料
で

す
。
 

す
る
の
が

相
当
で

あ
る
と
の
結
 

~うン 



今
年
も
多

年
に
わ
た
り
夫
婦

相
た
ず
さ
え

長
寿
を
保
ち
、

子

弟
を
養

育
さ
れ
地
域
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ

た
長
寿
夫
婦
を

一
堂
に
会
し

お
祝

い
し
ま
す
。
 

対
象

と
な
る
ご
夫
婦

は
、
お

申
し

込
み
下

さ
い
。
 

※
対
象
夫
婦

は
婚
姻

届
以
来
5
0
 

年
（
昭

和
8

年
届
出

）
を
経

過
 

※
氏
名
の

確
認

の
た
め
戸
籍
妙
 

本
が
必

要
で
す
。
 

※
申
込
み
先
 

市
福
祉
事

務
所
 

※
申
込

み
締
切
日
 
8

月
3
1日
 

※
詳
細
、

お
問
合
わ

せ
は
福
祉
 

係
ま
で
 

（
。
⑩
2
1
1
1

内
線
2

1
0
)
 

投
接

mー
・
；
ー
 
「

第

1
2
回
げ
ん
と
忌
」
を開
催
 

昭
和
5
8年
度
市
合
同
金
婚
式
 

今
年
も
郷

土

の
生
ん
だ
偉
大

な
作
曲
家

‘
上
原
げ
ん
と
を

偲

ぶ
げ
ん
と
忌
が

開
催
さ
れ

ま
す
。
 

多
数
の
ご

参
加
を

お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
八

月
四

日

（
木
）
 

午
前
十
時

三
十
分
 

ロ
と
こ
ろ
 
神
山

フ
ラ
ワ
ー
 

セ
ン
タ

ー
げ
ん
と
忌

碑
前
 

ロ
出
発
 
当
日

午
前
十
時
、
 

市
民
文
化
会
館
前

か
ら
バ
ス
が

出
ま
す
。

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
懇
親
会
費
 
二

千
円

ロ
お
間
い
合
わ
せ
 
市
中
央

公
民
館

（
。
⑩
6
0
5
6
)
 

◇
 

◇
 

◇
 
◇
 

◇
 

害
を
防
ぐ

た
め

に
、
漏
電
遮
断

器
を

取
り
つ
け
ま
し
ょ

う
。
 

へ
財
団
法
人
 

）
 

「東
北
電
気
保

安
協
会

、
＼
 

一
漏
電
が
起
っ

て
も
直

ち
に
電
気
を
止

め
、
感

電
や
火
災

な
ど
を
未
然

に
防
ぎ

ま
す
。

電
気
災
 

洗
濯
機
、

温
水
器
、
 

池
循
環
ポ

ン
プ
、
自
動

販
売
機

な
ど

の
電
気
機

器
を
、

屋
外

や
水
気
の

あ
る
処
で

使
用
す

る
と

き
に
は
、

漏
電
遮
断
器

を
取

り
つ
け
る

こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま

す
。
 

漏
電
遮
断
器

は
、
万
 

万
パ
ー
日
 ×
 

広報ごしょがわら 	 （548号） ⑥ 

重度障害（児）者のしあわせのために 
在宅重度障害（児）者に福祉手当が支給されます 

※支給対象 
下記の重度の障害者で常時介護を要する在宅障害者に支給します。 

※支給対象者 

1. 身体障害者 1級～ 2 級の手帳所持者（ 2 級の手帳所持者については、その障 

害の程度が福祉手当の支給要件に該当する場合に限ります。） 

2‘障害福祉年金（1級）受給者 

3 ．特別児童扶養手当（ 1級）受給対象障害児 

4 ．療育手帳所持者（重度の記号表示があるものに限ります。） 

5 ．上記以外の方で上記に準ずると思われる 

次の方（手帳を持たない重度の障害者） 

①視力障害（児）者 

②聴覚障害（児）者 

③肢体不自由（児）者 

④内部障害（児）者 
⑤その他の障害（シモンズ病・シーハン症候群・アジソン病・糖尿病 	たた’ 

し、重度のもの、慢性勝炎重症筋力無力症） 

6. 精神障害 

7‘重複障害（身体の機能の障害若しくは病状又は、精神の障害が重複する場合 

であってその状態が前各号と同程度以上と認めらる程度のもの。） 

※手当額 

重度障害者 1人につき月額10,550円 

※次の場合は支給できません。 

1．重度障害者が施設に入所した場合 

2 ．各種障害年金（生命保険は除く）を受給している場合 

3 ．次の所得制限額以上に該当する方 

所 	得 	制 	限 	額 	 58.8.1 

障 	害 	者 	本 	人 配偶者及び扶養義務者 

扶養親族等の数 金 	額 扶養親族等の数 金 	額 

0 	人 1,891,000円 0 	人 5,733,000円 

1 	人 2,181,000円 1 	‘ 	人 5,982,000円 

2 人 以 人 

2,471,000円に扶養
親族等 1人にっき 
290,000円を加算し
た額 

2 人 以 上 

5,982,000円に 1人

にっき 
213, 000円を加算し
た額 

※申請の際は保険証・印かんを持参の上市福祉事務所までおいで下さい。 

なお、詳しくは福祉係（”⑩2111番、内線210番）までお間い合わせ下さい。 

昭和58年（1983年）8 月 1日 

」
 

◇
 
◇
 

感電防止には漏電遮断器を，/ 

満
七

十
五
歳

か
ら
七

十
九
歳
ま
で
 

三
千
円

満
八
十
歳

か
ら
八

十
四
歳

ま

で
 
四
千
円
 

満
八

十
五
歳

か
ら
八

＋
七
歳

ま
で
 

五
千
円
 

満
八
十

八
歳
以
上
 

六
千
円

ロ
締
切
日
 
昭
和

五
十
八

年
 

に
基
づ

き
、
満
七
十

五
歳
以
上

の
方
に
対
し
長
寿
を
祝

福
し

労

を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
を

目
的

と
し

た
褒
彰
金

を
支
給
い

た
し
ま
す
。
 

今
年
あ
ら

た
に
満
七
十

五
歳

を
む
か
え

た
方
ま

た
今
年
む

か
 

×い
褒
彰
わ
）
V
 

議長寿褒彰金のお知らせ議 

え
よ
う
と
す

る
方
は
、
 

市
福
祉
事

務
所
ま
で
印

鑑
と
保
険
証

持
参

の
上

申
請
に
お
い
で

く
だ

さ

い
。
な
お
、
昨
年
受
給

の
方
は
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま

せ
ん
。
 

ロ
支
給
要
件
 

一
年

以
上
市
内

の
居
住
者
 

（
昨
年
の
九

月

一
日
か

ら
今
年
の
九

月
一
日

ま

で
）
 

ロ
支
給
額
 
（
毎

年

十
二
月
三
十

一
日
に
お

け
る
満
年
齢

）
 



免 区 分 減 免 額 

10分の10の額以内 非常災害等を被ったとき 

生活保護世帯であるとき 
	

10分のl0の額 

市町村民税非課税世帯であるとき 
	

10分の 5の額 

市町村民税均等割課税世帯であるとき 10分の 3の額 
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心身障害者扶養共済制度 

こf 案 内 

特色 

●この制度は保護者の相互扶助にもとづく共済制度です。 

●生活に困っている人のため掛金を減免します。 

．県外に転出する場合は、東京都を除く道府県の制度に 

継続して加入することができます。 

●2 口加入することによって、障害者に支払われる月々 

の年金額が4 万円になります。 

加入できる方 

●将来独立自活することが困難な精神薄弱者、身体障害 

者などを扶養してい“る方でり欠のすべての条件に該当す 

るとき。 
1．住所が県内にあること。 
2 . 65歳未満（年齢計算は 4 月1日現在）であること。 

3 ．特別の疾病または障害のないこと。 

心身障害者とは 

●将来独立自活することが困難であって、次のいずれか 

に該当する方。 

1．精神薄弱者 

2. 1級から 3 級までの身体障害者 

3‘その他心身に永続的な障害があり、その程度が上 

記1及び 2 と同程度と認められる方（たとえば、脳 

性麻庫、進行性筋萎縮症、腎蔵疾患等の内部障害、 

自閉症、精神病など） 

年金管理者 

●心身障害者が年金を受けとり管理することが困難であ

る場合、加入者はあらかじめ年金管理者を指定するこ

とができます。 

掛金の減免 

●加入者が次のような世帯に属するときは掛金（加算掛

金を含む）を減免いたしますので、市福祉事務所にご

相談ください。 

●加入又は 2口の加入期間が、継続して20年以上（積算） 

となり、かつ加入者が65歳（ 4 月 1日現在）になった

ときは、掛金又は加算掛金は全額免除となります。た

だし 2口目の加算掛金は、65歳になった年の翌年度の

加入した時の月から免除されます。 

年金等の支給 

●加入者が亡くなったとき、または廃疾となったときは、 

その月から心身障害者に毎月 2万円（ 2 口加入の場合

は毎月ユ万円）；の年金を生涯支給します。 

●この制度にI年以上加入した後、心身障害者が加入者

よりも先に亡くなられたときは、一時金として弔慰金 

2 万円（ 2 口加入の場合は 4 万円）を支給します。 
●加入者または、心身障害者に次のような故意または重

大な過失があったときは、年金を支給しないことがあ

ります。 
1，加入者が、加入後1年以内に自殺したとき。 

2 ．加入者が、犯罪行為または、刑の執行によって死

亡したとき。 
3 ．心身障害者が故意に加入者を死亡させたとき。 

4 ．加入申込みのとき、健康状態をいつわって申告し

たとき。 

加入等申込 

●加入又は口数追加の申込みは、市福祉事務所です。 

●申込みに必要な書類は次のとおりて‘す。 

1,加入等申込書 

2‘障害証明書 

3‘申込者告知書 

4 ．年金管理者指定届書（心身障害者本人が年金を管 

理できる場合は必要ありません。） 

5‘加入等申込者と心身障害者の住民票の写し（年金 

管理者を指定する場合は、年金管理者の住民票の写 

し） 
●2 口めの加入は任意です。 

脱退 

●次のような場合は脱退となります。（脱退月までの掛金 

又は加算掛金はおかえししません。） 

1.加入者が死亡し、または廃疾となったとき。（年金 

支給） 

2,心身障害者が死亡したとき。（弔慰金支給） 

3‘加入者が脱退（取消）届を提出したとき。 

4 ．加入者が他の制度（道府県の心身障害者扶養共済 

制度）に加入したとき。 

税金との関係 

●支給される年金・弔慰金には、所得税はかかりません。 
●掛金又は加算掛金は小規模企業共済掛金として、所得 

控除の対象となります。 

掛金支払い方法 

1．納入通知書による支払い 

2,口座振替による支払い 

なお、掛金など詳しくは、市福祉事務所（廿⑩2111番） 

へお間い合わせ下さい。 

月 	齢 対 象 児 と 	き 

3 力月児 S 58年 4 月生まれ 8 月 9 日 

6 力月児 S58年1月生まれ 8月16日 

1 歳 児 S 57年7月生まれ 8 月22日 

1歳6 カ月児 S57年 2 月生まれ 8月23日 

3 歳 児 S55年3S4月生まれ 8 月12日 
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当校建築科では、 Fl曜大 I:の腕を磨きたいIL 

これから取リ組んでみたいと思っている方に実

技製品を作リながら、 L具の取リ扱い万と工作

の仕方を指導し、また簡単な家屋の修繕法等の

相談にも応じます 

平和町チームが準優勝 
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麻疹（はしか）の予防接種 

市では、麻疹（はしか）の予防接種を行います。該当するお子さん 

をお持ちの方は、期日までにお申込みください。 

たたし、すでに麻疹にかかったお子さんは接種の必要はあリません一 

ロ対象幼児 

昭和56年 1月1日から昭和56年12月31日までに生まれた 

幼児。 

ロ申 込期 問 

8 月 1日～ 8 月15日（ただし、日曜日は除く。） 

ロ実施期間 

9 月 1日～ 9 月10日（ただし、日曜日は除く。） 

ロ申込み 先 

市保険衛生課予防衛生係 

ロご 注 意 

予防接種の当日は母子健康手帳を忘れずにお持ちくださ 

し、。 

街頭献血のご案内 
月 	日 時 	間 場 	所 

8 月18日 午前10時 	～12時 市役所前広場 

I' 午後1時30分～ 4 時 日産自動車商会 

8 月25日 午前10時 	～12時 野 輪 商 会 

I1 午後 1時30分～ 4 時 国鉄五所川原駅 

八みんなの健康教室w 	 1 

	  肺癌」について一 

ロ日 時 

9 月 3'10.17日、101」 1日 

（各土曜日 計4 日） 

13時～16時まで（各 3時間 計12時間） 

ロ対象 者 

般県民（年齢、性別は間いません。〕 

ロ定 員 

10名（定員になリしだい締切りますj 

ロ受講料 

無料 

口申し込み先 

西郡木造町字桜木17-2 

青森県立木造技術専門校 

(if 0173 ⑩ 5050) 

電話で 8 月31日まで申し込んで下さい。 
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